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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リス
クや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画数値と異なる可能性があるこ
とにご留意ください。又、本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。



1

Ⅰ．Ⅰ．事業環境と当社の特徴事業環境と当社の特徴

ⅡⅡ．． ２００３年３月期の業績２００３年３月期の業績

ⅢⅢ．． ２００４年３月期の見通し２００４年３月期の見通し

ⅣⅣ..今後の新ＥＲＰ戦略今後の新ＥＲＰ戦略



2

ＩＴ業界の事業環境ＩＴ業界の事業環境
Ⅰ．事業環境と当社の特徴

経済不況で経済不況でITIT投資減投資減
–– 金融機関、通信業界から産業全体に及ぶ金融機関、通信業界から産業全体に及ぶITIT
投資削減投資削減

–– 費用対効果をユーザーがより重視費用対効果をユーザーがより重視
⇒価格低下⇒価格低下

ＩＩTT企業は二極分化企業は二極分化

–– 全般的にＩＴ企業の収益は低下傾向全般的にＩＴ企業の収益は低下傾向

–– 独自性を持った企業が独自性を持った企業が勝ち組勝ち組になりつつある。になりつつある。
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““勝ち組勝ち組””企業と当社の特徴企業と当社の特徴
Ⅰ．事業環境と当社の特徴

顧客満足度を常にチエック顧客満足度を常にチエック⑤⑤顧客主義顧客主義

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約、ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、ほかﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約、ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、ほか④④サービス・サポーサービス・サポー
　　トも重視　　トも重視

価格で価格で““勝負勝負””しない。しない。③③価格競争に巻き価格競争に巻き
　　込まれない。　　込まれない。

WindowsWindowsﾌｧﾝｸｼｮﾝ、新ＥＲＰほかﾌｧﾝｸｼｮﾝ、新ＥＲＰほか②②独自性がある。独自性がある。

中堅・中小企業中堅・中小企業//業務業務//ＭＳにフォーＭＳにフォー

カスカス
①①特定分野に特定分野に

フォーカスフォーカス

当社の特徴当社の特徴勝ち組企業勝ち組企業
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①特定分野にフォーカス①特定分野にフォーカス
～中堅・中小企業～中堅・中小企業//業務ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｪｱにフォーカス業務ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｪｱにフォーカス～～

Ⅰ．事業環境と当社の特徴

大企業大企業

中堅企業中堅企業

中規模企業中規模企業

小規模企業小規模企業

ＥＢ

取引口座の残高取引口座の残高
データや振込明データや振込明
細・入出金明細な細・入出金明細な
どの照会機能のどの照会機能の
ほかに、給与賞ほかに、給与賞
与の振込、給与与の振込、給与
賞与以外の総合賞与以外の総合
振込、口座振替、振込、口座振替、
地方税の納付な地方税の納付な
どがオンラインでどがオンラインで
簡単に行うことが簡単に行うことが
できる。

奉行シリーズ奉行シリーズ
新ＥＲＰ

仕仕
入入

･･

在在
庫庫

顧顧
客客
管管
理理

販販
売売
管管
理理

人事・労務人事・労務

財務経理財務経理

LANPACK

できる。
ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ

太鼓判 SOHOSOHO向け向け
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①特定分野にフォーカス①特定分野にフォーカス
～当社の業務用ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｪｱ～～当社の業務用ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｪｱ～

Ⅰ．事業環境と当社の特徴

◆◆太鼓判太鼓判
　　　ＳＯＨＯ向け　　　ＳＯＨＯ向け

◆◆スタンドアローンスタンドアローン
–– １台のＰＣにて使用するパッケージ。１台のＰＣにて使用するパッケージ。
–– 小規模の企業や、特定の担当者、部門内でのみ利用する業務に対応。小規模の企業や、特定の担当者、部門内でのみ利用する業務に対応。　　
　　　　

◆◆ＬＡＮＰＡＣＫＬＡＮＰＡＣＫ
–– データベースサーバーとクライアントＰＣをネットワーク接続して使用するデータベースサーバーとクライアントＰＣをネットワーク接続して使用する
パッケージ。パッケージ。

–– 複数の部門、担当者が利用する業務に対応。複数の部門、担当者が利用する業務に対応。
–– 支店・事業所内で複数のオペレータが使用出来るだけでなく、ＷＡＮ接続支店・事業所内で複数のオペレータが使用出来るだけでなく、ＷＡＮ接続
（専用線、ダイヤルアップ、ＶＰＮ等）する事により、複数の支店、事業所（専用線、ダイヤルアップ、ＶＰＮ等）する事により、複数の支店、事業所
で使用し、データで使用し、データ を一元管理する事ができる。を一元管理する事ができる。

◆◆奉行新ＥＲＰ奉行新ＥＲＰ
–– 奉行シリーズの機能をさらに拡張する為のパッケージ。奉行シリーズの機能をさらに拡張する為のパッケージ。

◆◆ＥＢ（エレクトロニック・バンキング）ＥＢ（エレクトロニック・バンキング）
–– 都銀や地銀のユーザーである大企業や中堅企業の事業所における銀都銀や地銀のユーザーである大企業や中堅企業の事業所における銀
行取引業務管理システム。行取引業務管理システム。
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Ⅰ．事業環境と当社の特徴

②独自性がある②独自性がある

ウインドウズ・ファンクションウインドウズ・ファンクション

－キーボードのファンクションキーに業務処理機－キーボードのファンクションキーに業務処理機
能を割当て、操作性を高める。能を割当て、操作性を高める。

新ＥＲＰ新ＥＲＰ

　　－パッケージソフトとカスタマイズソフトの融合。　　－パッケージソフトとカスタマイズソフトの融合。

バンキングシステムバンキングシステム

　　－都銀向けはＯＥＭ供給。地銀向けは「ＯＦＦＩＣ　　－都銀向けはＯＥＭ供給。地銀向けは「ＯＦＦＩＣ
　　ＥＢＡＮＫ」を供給。「奉行シリーズ」とデータの　　ＥＢＡＮＫ」を供給。「奉行シリーズ」とデータの
　　連動が可能。　　連動が可能。

インターネットサービスインターネットサービス

　　－中堅・中小企業が業務で必要とするサービス　　－中堅・中小企業が業務で必要とするサービス
　　を提供（今後の課題）。　　を提供（今後の課題）。
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③価格競争をしない③価格競争をしない
～他社ＥＲＰと「奉行新ＥＲＰ」の違い～～他社ＥＲＰと「奉行新ＥＲＰ」の違い～

Ⅰ．事業環境と当社の特徴

他社ＥＲＰ他社ＥＲＰ

機能が複雑で全容を理解する事が難しい（教育に時間がかかる）。機能が複雑で全容を理解する事が難しい（教育に時間がかかる）。

細かい仕様打合せが必要となるため、導入までの期間が長くなってしまう。細かい仕様打合せが必要となるため、導入までの期間が長くなってしまう。
　　（最低の導入で１年）　　（最低の導入で１年）

高価なうえに最終的なコストも見えにくい。リスクが発生しやすい。高価なうえに最終的なコストも見えにくい。リスクが発生しやすい。

奉行新ＥＲＰ奉行新ＥＲＰ

基本部分が完成されたパッケージ商品であるため、短期間また低コストでの導入が可　基本部分が完成されたパッケージ商品であるため、短期間また低コストでの導入が可　
能。能。

パッケージ商品を先行導入して使用でき、マスター整備等や通常業務として運用可能。パッケージ商品を先行導入して使用でき、マスター整備等や通常業務として運用可能。

税制改正（保守契約対象）やバージョンアップにおいてもわずかなコストで対応が可能。税制改正（保守契約対象）やバージョンアップにおいてもわずかなコストで対応が可能。

費用対効果の高い業務システムが迅速に構築できる。費用対効果の高い業務システムが迅速に構築できる。
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③価格競争をしない③価格競争をしない
～新ＥＲＰ構成イメージ図～～新ＥＲＰ構成イメージ図～

Ⅰ．事業環境と当社の特徴

連動連動

連動連動

連動
帳票帳票

カスタマイズ入力カスタマイズ入力

カスタマイズ帳票カスタマイズ帳票

入力

出力

項目追加項目追加

奉行新奉行新ERPERPパッケージパッケージ

高度な完成度を持つ新ERPは、
もちろん単独でも使用できます。

完成品完成品

追加追加

　カスタマイズ　カスタマイズ

ソリューションソリューション

　　システム　　システム

・入金消込システム・入金消込システム

・分析ツール・分析ツール
・ワークフロー等・ワークフロー等

・製造業：生産管理システム・製造業：生産管理システム

・流通業：・流通業：POSPOSレジシステムレジシステム

・建設業：土木業・建築業向け・建設業：土木業・建築業向け
　　　　　　　　　専用システム　　　　　　　　　専用システム

・その他・・・業種向けシステム・その他・・・業種向けシステム

他のＥＲＰシステム他のＥＲＰシステム

SAP R/3
GLOVIA-C
BAAN

既存システム既存システム
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④サービス、サポートを重視④サービス、サポートを重視
～当社販売体制（奉行シリーズ）～～当社販売体制（奉行シリーズ）～

ユーザーユーザー
（約３５万社）（約３５万社）

販売店販売店
（約（約3,0003,000社）社）

当社当社
（全国１５ヶ所の営業拠点）（全国１５ヶ所の営業拠点）

Ⅰ．事業環境と当社の特徴

地域密着型　と　ＴＶＣＭなどの広告宣伝地域密着型　と　ＴＶＣＭなどの広告宣伝

当社社員全員が日商簿記２級及びマイクロソフト認定技術者の有資格者当社社員全員が日商簿記２級及びマイクロソフト認定技術者の有資格者
⇒営業員でなくシステムコンサルタント⇒営業員でなくシステムコンサルタント

–– 当社営業部員（システムコンサルタント）＋販売パートナーでの顧客提案当社営業部員（システムコンサルタント）＋販売パートナーでの顧客提案

–– 当社＋販売パートナーによる独自イベント当社＋販売パートナーによる独自イベント
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新新ERPERP
認定ﾊﾟｰﾄﾅｰ認定ﾊﾟｰﾄﾅｰ
制度制度

一般一般
サポートサポート

HPHP

OMSSOMSS
保守契約保守契約奉行奉行

ｻﾌﾟﾗｲｻﾌﾟﾗｲ
OBCOBCｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ
認定教育ｺｰｽ認定教育ｺｰｽ

MSMS社社
認定技術者認定技術者
教育ｺｰｽ教育ｺｰｽ

ユーザーユーザー
サポートサポート

ﾛｼﾞｽﾛｼﾞｽ
ﾃｨｸｽﾃｨｸｽ

販売店販売店
サポートサポート

④サービス、サポートを重視④サービス、サポートを重視
Ⅰ．事業環境と当社の特徴

ﾕｰｽｳｪｱﾕｰｽｳｪｱ
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２００３年３月の概況２００３年３月の概況
Ⅱ．2003年3月期の業績

①① 売上高：売上高：前期比１０．４％増前期比１０．４％増、、計画比５．４％増計画比５．４％増

•• 【【前期比前期比】－「ソリューション」は】－「ソリューション」は底打ち。新ＥＲＰ底打ち。新ＥＲＰの寄与の寄与
で「関連製品」が増加し、「サービス」もＥＢの加入増で続で「関連製品」が増加し、「サービス」もＥＢの加入増で続
伸。伸。

•• 【計画比】【計画比】－「－「新ＥＲＰ」と「ＬＡＮＰＡＣＫ」が好調。新ＥＲＰ」と「ＬＡＮＰＡＣＫ」が好調。保守契保守契
約料も８％弱の伸び。約料も８％弱の伸び。

②② 経常利益：経常利益：前期比１９．０％増前期比１９．０％増、、計画比０．２％増計画比０．２％増

•• 【【前期比前期比】－新ＥＲＰのカスタマイズ収益とＥＢの続伸が】－新ＥＲＰのカスタマイズ収益とＥＢの続伸が
寄与。ＴＶＣＭの本数は寄与。ＴＶＣＭの本数は前期並み前期並みだが、単価下落が寄与。だが、単価下落が寄与。

•• 【計画比】－【計画比】－投資有価証券売却損を１０億円計上。投資有価証券売却損を１０億円計上。
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２００３年３月期の業績２００３年３月期の業績
Ⅱ．2003年3月期の業績

（単位：百万円）（単位：百万円）

02/3 03/3 03/3

比率 （予想） （実績） 比率 伸率

売上高 11,268 100.0% 11,800 12,443 100.0% 10.4%

売上総利益 9,163 81.3% 9,620 10,120 81.3% 10.4%

販売管理費 4,812 42.7% 4,780 4,592 36.9% △ 4.6%

営業利益 4,351 38.6% 4,840 5,528 44.4% 27.1%

営業外損益 △ 137 △ 1.2% 160 △ 515 △ 4.1% 275.9%

経常利益 4,214 37.4% 5,000 5,013 40.3% 19.0%

当期利益 2,217 19.7% 2,500 2,434 19.6% 9.8%

注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率
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Ⅱ．2003年3月期の業績

部部 門門 別別売売上上高高
（単位：百万円）（単位：百万円）

02/3 03/3 03/3
構成比 （予想） （実績） 構成比 伸率

ソリューション 3,940 35.0% 3,900 3,996 32.1% 1.4%

関連製品 3,144 27.9% 3,480 3,840 30.9% 22.1%

サービス 4,184 37.1% 4,420 4,607 37.0% 10.1%

合計 11,268 100.0% 11,800 12,443 100.0% 10.4%

注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率

••関連製品：新ＥＲＰカスタマイズと都銀向け受託開発が寄与。関連製品：新ＥＲＰカスタマイズと都銀向け受託開発が寄与。
••サービスサービス ：奉行保守契約料と都銀向けＥＢ使用料が拡大。：奉行保守契約料と都銀向けＥＢ使用料が拡大。
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ソリューションの出荷数量ソリューションの出荷数量
（単位：本）（単位：本）

02/3 03/3
構成比 構成比 伸率

新ERP 881 1.9% 1,095 3.1% 24.3%

LANPACK 3,806 8.4% 4,358 12.1% 14.5%

Standalone 31,005 68.3% 25,713 71.7% △ 17.1%

太鼓判 9,729 21.4% 4,714 13.1% △ 51.5%

合    計 45,421 100.0% 35,880 100.0% △ 21.0%

Ⅱ．2003年3月期の業績

注）伸率は前期比増減率、バージョンアップを含む。注）伸率は前期比増減率、バージョンアップを含む。

••新ＥＲＰ：ＣＳセンターの軌道化で大幅に拡大。新ＥＲＰ：ＣＳセンターの軌道化で大幅に拡大。
•• ＬＡＮＰＡＣＫ：バージョンアップ等が奏功。ＬＡＮＰＡＣＫ：バージョンアップ等が奏功。
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ソリューションの需要構造の変化ソリューションの需要構造の変化
Ⅱ．2003年3月期の業績

従業員数従業員数 ＩＴ投資動向と当社製品ＩＴ投資動向と当社製品

大企業

中堅企業

中規模企業

小規模企業

1,000名～

100～
1,000名

20～
100名

～20名

•業績不振で、低
予算によるＩＴ投
資（費用対効果を
重視）

•二極分化。勝ち
組においてＩＴ化
が進展
•新興企業の成長
に伴うＩＴ投資

•業績悪化で、ＩＴ投
資が縮小・抑制へ

新ＥＲＰ

LANPACK

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ

太鼓判

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄ
による対応

勝ち組、新興企業

勝ち組

9898万円～万円～

7878万円～万円～

1515～～2525万円万円

4.84.8万円万円

＜＜定価＞定価＞
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Ⅱ．2003年3月期の業績

ＥＢソリューションＥＢソリューション

◆都銀向けＯＥＭ製品

・累計出荷本数：４６，４５４本（２００３年１月末）

◆地銀向けＯＦＦＩＣＥＢＡＮＫ

　　・今期出荷本数：５，３４８本（前期：４，５２０本）

提供先 商品名 提供時期

ＵＦＪ銀行 Ｕ－ＬＩＮＥ Ｘｔｒａ 1998年5月

東京三菱銀行 せるふバンク 2000年5月

三井住友銀行 ﾊﾟｿｺﾝﾊﾞﾝｸ･ﾅﾋﾞ･ｼﾞｭﾆｱ 2000年9月

みずほ銀行 みずほ２０００ 2000年9月
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販売費及び一般管理費の内訳販売費及び一般管理費の内訳
（単位：百万円）（単位：百万円）

02/3 03/3
構成比 （実績） 構成比 伸率

売上高 11,268 100.0% 12,443 100.0% 10.4%
販売及び管理費 4,812 42.7% 4,592 36.9% △ 4.6%
販管人件費 1,159 10.3% 1,188 9.5% 2.5%
研究開発費 898 8.0% 979 7.9% 9.0%
広告宣伝費 841 7.5% 628 5.0% △ 25.3%
地代家賃 414 3.7% 412 3.3% △ 0.5%
減価償却費 60 0.5% 61 0.5% 1.7%
その他経費 1,440 12.8% 1,324 10.6% △ 8.1%

Ⅱ．2003年3月期の業績

注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率

••広告宣伝費：ＴＶＣＭコストの削減効果２．１億円。広告宣伝費：ＴＶＣＭコストの削減効果２．１億円。
•• その他経費：奉行２１シリーズのリリースに伴う販促費の一巡。その他経費：奉行２１シリーズのリリースに伴う販促費の一巡。
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貸借対照表－資産の部貸借対照表－資産の部
（単位：百万円）（単位：百万円）

•• ＭＭＦの減少　△３６億円ＭＭＦの減少　△３６億円
••債券の減少　　債券の減少　　 △７億円△７億円
••投資有価証券ａ／ｃ投資有価証券ａ／ｃ

••投資有価証券投資有価証券
　　　購入　　　購入 ３２億円３２億円
　　 売却　　売却　　 　　△３７億円　　△３７億円
••時価会計評価時価会計評価 △２３億円△２３億円
••強制評価損　強制評価損　 △８億円△８億円
••有価証券ａ／ｃ有価証券ａ／ｃ
　への振替　　　への振替　　 　△１５億円　△１５億円

02/3 03/3
増減

現金預金 11,647 18,736 7,089
受取手形 387 281 △ 106
売掛金 2,389 2,486 97
未収入金 565 365 △ 200

有価証券 4,584 1,783 △ 2,801

たな卸資産 171 129 △ 42
その他 184 279 95
貸倒引当金 -28 -16 12
有形固定資産 415 427 12
無形固定資産 98 81 △ 17

投資その他の資産 27,580 22,512 △ 5,068

47,992 47,063 △ 929

流
動
資
産

固
定
資
産

資産合計

Ⅱ．2003年3月期の業績

　からの振替　からの振替 　　 １５億円１５億円
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貸借対照表－負債・資本の部貸借対照表－負債・資本の部
Ⅱ．2003年3月期の業績

（単位：百万円）（単位：百万円）

••年間保守契約料前受年間保守契約料前受
分の増加分の増加

••投資有価証券の時価投資有価証券の時価
の下落に伴う減少の下落に伴う減少

••投資有価証券の時価投資有価証券の時価
の下落に伴う減少の下落に伴う減少

02/3 03/3
増減

買掛金 138 148 10
未払金 306 321 15
未払法人税等 653 1,370 717

前受収益 2,503 2,706 203

その他 435 458 23

繰延税金負債 2,525 1,308 △ 1,217

退職給付引当金 152 189 37
負債合計 6,712 6,500 △ 212
資本金 10,519 10,519 0
資本準備金 18,415 18,415 0
利益準備金 140 140 0
その他の剰余金 12,198 14,203 2,005

有価証券評価差額金 638 -713 △ 1,351

自己株式 -630 -2,001 △ 1,371
資本合計 41,280 40,563 △ 717
負債・資本 47,992 47,063 △ 929
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Ⅱ．2003年3月期の業績

キャッシュ・フローキャッシュ・フロー
（単位：百万円）（単位：百万円）

02/3 03/3
3,380 5,086 4,187

投資有価証券売却損 999
投資有価証券評価損 826

204
△ 1,390
260

△ 5,776 183 △ 998
1,699
△ 3,262
2,928
△ 184

△ 1,033 △ 1,769 △ 398
△ 1,371

△ 3,429 3,500
18,665 15,236
15,236 18,736

主な増減理由
営業活動によるキャッシュ・フロー 税引前利益

前受収益増加
法人税等支払
その他

投資活動によるキャッシュ・フロー 有価証券の取得

配当金支払
自己株式取得

有価証券の売却等
投資有価証券の取得
投資有価証券の売却等
その他

現金及び現金同等物の増加額
現金及び現金同等物期首残高
現金及び現金同等物期末残高

財務活動によるキャッシュ・フロー
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２００４年３月期の業績見通し２００４年３月期の業績見通し
Ⅲ．2004年3月期の見通し

■収益見通し■収益見通し

①① 売上高：売上高：前期比２．９％増前期比２．９％増

・・ 新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫを中心に拡大の見通し。新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫを中心に拡大の見通し。

・・ 都銀の新規投資抑制でＥＢの受託開発が減少都銀の新規投資抑制でＥＢの受託開発が減少
　　＊関連製品に計上　　＊関連製品に計上

②②営業利益：同０．５％減営業利益：同０．５％減

・・ 広告宣伝費の増加。広告宣伝費の増加。

③③経常利益：同９．７％増経常利益：同９．７％増

・・ 投資有価証券売却損の減少。投資有価証券売却損の減少。
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２００４年３月期の業績見通し２００４年３月期の業績見通し

03/3 04/3

比率 （予想） 比率 増減 伸率

売上高 12,443 100.0% 12,800 100.0% 357 2.9%

売上総利益 10,120 81.3% 10,432 81.5% 312 3.1%

販売管理費 4,592 36.9% 4,932 38.5% 340 7.4%

営業利益 5,528 44.4% 5,500 43.0% △ 28 △ 0.5%

営業外損益 △ 515 △ 4.1% 0 0.0% 515 －

経常利益 5,013 40.3% 5,500 43.0% 487 9.7%

当期利益 2,434 19.6% 3,000 23.4% 566 23.3%

（単位：百万円）（単位：百万円）

Ⅲ．2004年3月期の見通し

注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率
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２００４年３月期の部門別売上高２００４年３月期の部門別売上高
（単位：百万円）（単位：百万円）

Ⅲ．2004年3月期の見通し

03/3 04/3
構成比 （予想） 構成比 増減 伸率

ソリューション 3,996 32.1% 4,200 32.8% 204 5.1%

関連製品 3,840 30.9% 3,750 29.3% △ 90 △ 2.3%

サービス 4,607 37.0% 4,850 37.9% 243 5.3%

合計 12,443 100.0% 12,800 100.0% 357 2.9%

注）伸率は前期比増減率注）伸率は前期比増減率

••ｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ ：新ＥＲＰとＬＡＮＰＡＣＫが続伸。：新ＥＲＰとＬＡＮＰＡＣＫが続伸。
••関連製品関連製品 ：都銀向けＥＢ受託開発の先延ばし。：都銀向けＥＢ受託開発の先延ばし。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（０３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（０３//３期に３．３億円計上）３期に３．３億円計上）
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業業 績績 のの 推推 移移((半期ベース）半期ベース）
Ⅲ．2004年3月期の見通し

営業利益売上高

（単位：百万円） （単位：百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500売上高

営業利益

売上高 4,492 5,753 6,260 6,211 5,253 5,657 5,351 5,917 6,046 6,397 6,180 6,620 

営業利益 1,321 2,570 2,832 2,768 1,705 2,209 1,964 2,387 2,639 2,889 2,587 2,913 

98/9 99/3 99/9 00/3 00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9(予) 04/3(予)
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 ソリューション

関連製品

サービス

ソリューション 3,306 3,022 2,203 2,151 1,902 2,038 1,907 2,089 2,000 2,200 

関連製品 1,373 1,490 1,336 1,621 1,427 1,717 1,909 1,931 1,780 1,970 

サービス 1,579 1,701 1,713 1,887 2,022 2,162 2,230 2,377 2,400 2,450 

99/9 00/3 00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3 03/9(予) 04/3(予)

品目別売上高（半期ベース）品目別売上高（半期ベース）
（単位：百万円）

Ⅲ．2004年3月期の見通し
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ソリューションの出荷数量（半期ベース）ソリューションの出荷数量（半期ベース）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000 新ERP

LANPACK

Standalone

太鼓判

新ERP 221 432 354 527 511 584

LANPACK 1,430 1,791 1,768 2,038 2,143 2,215

Standalone 16,646 16,133 14,357 16,648 11,867 13,846

太鼓判 3,154 9,978 5,710 4,019 2,817 1,897

00/9 01/3 01/9 02/3 02/9 03/3

（単位：本）

Ⅲ．2004年3月期の見通し
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今後２年間のアクションプラン今後２年間のアクションプラン
Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

ＳＬ：ソリューション   ＲＰ：関連製品   ＳＶ：サービス 上段：前回    下段：今回
ＳＬ ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年
ＳＶ ３月期 ３月期 ３月期 ３月期 ３月期

新ERP Ｃ → Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ
（ｶｽﾀﾏｲｽﾞ） Ｃ → Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ
新ERP － － － － －
（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ） Ｃ Ｃ Ｂ Ａ Ａ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ
Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ａ
Ｃ → Ｂ Ａ- Ａ- Ａ Ａ
Ｃ → Ｂ Ａ- Ａ- Ａ- Ａ

Ａ：成長時期（収益発生）  Ｂ：市場浸透時期（収益＝コスト）  Ｃ：立ち上げ時期（コスト発生）

ＥＢ
ＳＬ
ＲＰ
ＳＶ

戦略

ＲＰ

ＳＬ

ＳＬ
ＳＶ

「．ＮＥＴ」
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

新ＥＲＰ戦略①新ＥＲＰ戦略①
～事業環境～～事業環境～

オフコンのリプレース時期が到来オフコンのリプレース時期が到来

–– リースアップのタイミングリースアップのタイミング

カスタマイズニーズが強い一方で、ＩＴ予算の抑カスタマイズニーズが強い一方で、ＩＴ予算の抑
制・削減要請は強い制・削減要請は強い

「「ITITネットワーク化投資促進税制」ネットワーク化投資促進税制」

–– 20032003年年11月～月～20062006年年33月月

ブロードバンド環境の利用によるシェアード・サーブロードバンド環境の利用によるシェアード・サー
ビスの需要増大ビスの需要増大

当社の新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫの導入機会が増加へ当社の新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫの導入機会が増加へ
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

新ＥＲＰ戦略②新ＥＲＰ戦略②
～基本戦略～～基本戦略～

コンサルティング・営業体制の強化コンサルティング・営業体制の強化

–– 0101年年99月：東京月：東京77名（ＣＳセンター）、大阪４名、名古名（ＣＳセンター）、大阪４名、名古
屋屋11名に新ＥＲＰの直販部隊を設置名に新ＥＲＰの直販部隊を設置

–– 0202年４月頃より本格稼動⇒売上増に寄与年４月頃より本格稼動⇒売上増に寄与

–– 現在「ＩＴコーディネーター」資格を現在「ＩＴコーディネーター」資格を1010数名が取得中数名が取得中

「ＯＢＣソリューション・セミナー」での提案強化「ＯＢＣソリューション・セミナー」での提案強化

ＴＶＣＭ：新ＥＲＰ中心にシフトＴＶＣＭ：新ＥＲＰ中心にシフト

富士通やＩＢＭとのアライアンス富士通やＩＢＭとのアライアンス
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

新ＥＲＰ戦略③新ＥＲＰ戦略③
～シェアードサービスへの対応～～シェアードサービスへの対応～

◆シェアードサービスとは◆シェアードサービスとは
••グループ内の複数の組織・企業で手掛けていた経理や人事、総務などの「間接業グループ内の複数の組織・企業で手掛けていた経理や人事、総務などの「間接業
務」を分離・標準化したうえで、別の組織（あるいは会社）に集中させ、そこから提供さ務」を分離・標準化したうえで、別の組織（あるいは会社）に集中させ、そこから提供さ
れる業務やサービスをグループ内の各企業・事業部門で共用（シェアー）することにれる業務やサービスをグループ内の各企業・事業部門で共用（シェアー）することに
より業務の効率化を図る仕組み。グループ外から業務受託することもできる。より業務の効率化を図る仕組み。グループ外から業務受託することもできる。

◆需要増大の背景◆需要増大の背景

間接業務の効率化間接業務の効率化

連結・四半期開示制度の導入連結・四半期開示制度の導入

グループ経営の強化グループ経営の強化
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

～現状の業務システムの問題点～～現状の業務システムの問題点～

①① グループ会社毎に使っている会計システムがバラバラでグループ会社毎に使っている会計システムがバラバラで
ある。ある。

②② 本部で会計データの代行入力をしているが、そのデータ本部で会計データの代行入力をしているが、そのデータ
を関連会社から直接見る事ができず、紙やを関連会社から直接見る事ができず、紙やExcelExcelデータでデータで
定期レポートしている。定期レポートしている。

③③ グループ会社の規模によって必要なシステムが違う。グループ会社の規模によって必要なシステムが違う。

④④ システムの統一化を図りたいが、コストがネックになる。システムの統一化を図りたいが、コストがネックになる。

⑤⑤ システム化以前の問題として、サービスの目的・戦略・体システム化以前の問題として、サービスの目的・戦略・体
制・課金モデル等が明確でなく、システム化に踏み切れ制・課金モデル等が明確でなく、システム化に踏み切れ
ない。ない。
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

～新ＥＲＰやＬＡＮＰＡＣＫなどが有力ツール～～新ＥＲＰやＬＡＮＰＡＣＫなどが有力ツール～

●データベース集中型と分散型●データベース集中型と分散型

・・データ同期がリアルタイムでなく、またデータ同期がリアルタイムでなく、また
手間が掛かる手間が掛かる

・拠点毎にシステム管理者が必要・拠点毎にシステム管理者が必要

・通信・通信コストが掛かるコストが掛かる

・本部システムがダウンすると、どの・本部システムがダウンすると、どの

拠点からも利用不可となる拠点からも利用不可となる

デメリットデメリット

・拠点内では高パフォーマンスで動作・拠点内では高パフォーマンスで動作

・・システムダウンの影響は拠点のみシステムダウンの影響は拠点のみ

・リアルタイムなデータの同期が可能・リアルタイムなデータの同期が可能

・システム管理者は本部のみ・システム管理者は本部のみ
メリットメリット

・各拠点・各拠点毎に毎にデータベースを持ち、バッチデータベースを持ち、バッチ
的にデータを本部に送信する的にデータを本部に送信する事に事により同より同
期を図る。期を図る。

・本部の共通データベースに・本部の共通データベースに各拠点各拠点
からから通信回線経由でアクセスして通信回線経由でアクセスして利　利　
用用するする

特徴特徴

分散型分散型集中型集中型

集中型は「奉行新ERP BroadBand Edition」
分散型は「勘定奉行シンクロシステム」
または各拠点のシステムを奉行で統一
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

～～BroadBandBroadBand EditionEditionの活用～の活用～

シェアードサービス会社シェアードサービス会社

MataFrameMataFrame
Terminal ServerTerminal Server

奉行奉行ServerServer
（（SQL2000SQL2000））

関係会社関係会社AA
ADSLADSLモデムモデム

ADSLADSLモデムモデム

InternetInternet

NTTNTT（（収容局）収容局）

InternetInternet--VPN/IPVPN/IP--VPNVPNなどなど

関係会社関係会社BB
CitirixCitirix ICA Win32ICA Win32クライアントクライアント

Terminal ServerTerminal Server クライアントクライアント

••データベース集中型データベース集中型
••本部に奉行サーバとターミナルサーバを設本部に奉行サーバとターミナルサーバを設
••クライアントはクライアントは奉行インストール奉行インストールなしで利用なしで利用

奉行奉行2121新ＥＲＰ新ＥＲＰ
BroadBandBroadBand　　EditionEdition

CitirixCitirix ICA Win32ICA Win32クライアントクライアント

Terminal ServerTerminal Server クライアントクライアント
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

～シンクロシステムの活用～～シンクロシステムの活用～

シェアードサービス会社

奉行Server
（SQL2000）

関係会社関係会社AA

関係会社関係会社BB
勘定奉行勘定奉行2121スタンドアロンスタンドアロン

Eメール

勘定奉行勘定奉行2121ＬＡＮＰＡＣＫＬＡＮＰＡＣＫ

（シンクロ機能付）（シンクロ機能付）
oror

勘定奉行勘定奉行2121新ＥＲＰ新ＥＲＰ
（シンクロ機能付）（シンクロ機能付）

••データベース分散型データベース分散型
••本部と各グループに勘定奉行を導入し、本部と各グループに勘定奉行を導入し、EEメールを利用して同期メールを利用して同期

勘定奉行勘定奉行21 21 LANPACKLANPACK
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

～グループ企業での導入事例～～グループ企業での導入事例～

勘定奉行［個別］勘定奉行［個別］勘定奉行勘定奉行勘定奉行勘定奉行
商蔵奉行、他商蔵奉行、他

勘定奉行勘定奉行
給与奉行、他給与奉行、他

導入システム導入システム

集中型集中型分散型分散型グループ会社にグループ会社に
よって分散型とよって分散型と
集中型が混在集中型が混在

グループ会社にグループ会社に
よって分散型とよって分散型と
集中型が混在集中型が混在

導入形態導入形態

88社社6868社社2525社社3434社社利用社数利用社数

TT社社JJ社社PP社社TT社社

建設奉行建設奉行勘定奉行勘定奉行
給与奉行給与奉行

建設奉行建設奉行人事奉行人事奉行

給与就業奉行給与就業奉行

勘定奉行勘定奉行

導入システム導入システム

分散型分散型分散型分散型集中型集中型集中型集中型導入形態導入形態

2626社社100100社社1818社社4545社社利用社数利用社数

KK社社YY社社DD社社GG社社
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Ⅳ．今後の新ＥＲＰ戦略

新ＥＲＰ戦略④新ＥＲＰ戦略④
～業界における地位～～業界における地位～
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「2002年民間企業のITパッケージ利用実態調査報告」より

シェアシェア

（％）
評価評価

（％）



本日はありがとうございました。本日はありがとうございました。

http://www.http://www.obcobc.co..co.jpjp//

本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画数値と異なる可能性
があることにご留意ください。又、本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりま
せん。
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